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中国絵画･日本古来の絵画･浮世絵を詳しく研究

し､それらを自らの絵画の中に取り入れ､独自の画境

展開させていきました占狩野派の絵師である暁寿は

伝統的な絵画も描きましたが､とりわけ彼が輯異な

才能を発揮させたのは｢戯画･狂画｣の分野において

でした｡人一倍強い反骨精神の持ち主であった暁斎

は､時代のうねLJの中で翻弄されていく人々の姿を､

巧みな葦づかいによってユーモラスにそしてアイロニ

カルに写し取って見せました｡

暁斎の絵画に感銘を受けたのは､日本人よりもむ

しる当時来日していた外囲人たちでした｡主題の面

白さもさることながら､｢北斎の再来｣といわれるほど

術的にも卓越した瞭斎の作品は､外国の美術愛好

家に称賛され､その多くが海外へと運ばれていきまし

た｡この頃浮世絵がフランス人､アメリカ人によって

｢発見｣され､国贋的な評価を受けたように､暁斎もま

た外国人によって｢発見｣され､世界的な画家として

知られるようになっていったのでず｡

本展では､大業博物館･ライデン国立民族学博物

館をはじめとする欧米の美術館･個人コレクター所

蔵の海外流出件品を中心に､肉筆画･版画など約200

点により､暁簾の｢戯画･狂画｣の世界をあますところ

なく紹介いたします｡また昨年の4月にドイツのビティ

美女の袖を引く骸骨たち/ビティヒハイム市立美術館蔵

ハイム市立美術館において新たに発見された暁斎

作品半数点も､あわせて特別に初公開いたします｡ 紀元2 5 3 4年新宅愉快図/大英博物館蔵

武士と異人の問答/イズラエル･ゴールドマン氏歳

作品保護のため会期中版画作品の一部を展示替えいたします｡あらかじめご了承くださいo

カエルの学校/イスラエル･ゴールドマン氏蔵
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